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 2018 年 5月に実施された総選挙で、消費税廃止を掲げたマハティール元首相率いる希
望連盟が勝利し、2018年 6月 1日より 6%の消費税が事実上廃止された。 












#マレーシア は本当に #消費税廃止 したのか？ 
 



















マレーシアでは、2015年 4月 1日より、それまでの SSTに代わって 6%の消費税（Goods 










たことから、5月 14 日の総選挙では PH が連邦議会下院の過半数の議席を獲得、マレーシ
アで初の政権交代が実現した。 
新政権発足後、消費税廃止は速やかに行われた。選挙からわずか 2日後の 5月 16日には財務
省が 2018年 6月 1日から当面の間、消費税率を0%とすることを発表した。これは、法制度の変
更を待たずに事実上の消費税廃止を実施するための方策である。同時にSSTが再導入されること
も発表されたが、この時点では導入時期などは不明であった。5月 29日になって、マハティール
新首相が SSTは 9月 1日より再導入されると発表した。ただ、この時点では SSTの税率は明か
されておらず、7月17日になって、SSTの税率が財に対する売上税が 5-10%、サービス税は6%
と消費税導入以前と同様になることが財務大臣より発表された。 
その後、6月 1日から予定どおり消費税率は 0%となり、8月 8日に消費税廃止法が、8月

























消費の推移を見ると、2018 年 1-3 月期の 6.6%増から 4-6月期には 7.9%増、7-9月期には
8.9%増と大きく伸びている。また、SST導入後の 10-12月期も 7.6%増と好調を維持してい




に対する消費税率が 0%となった 3カ月間については、6月が 28%増、7月が 41%増、8月












マレーシアの人口の平均年齢は 2019年時点で 28.9歳と若く、日本の 47歳を大きく下回





































































年）、 ”The Middle-Income Trap in the ASEAN-4 Countries from the Trade Structure 























図 1 マレーシアの消費者物価指数の推移 
 
（出所）Monthly Statistical Bulletin, Bank Negara Malaysiaより筆者作成。 
 
 
図 2 マレーシアの実質 GDPおよび民間消費の推移 
 





図 3 マレーシアの月別自動車販売台数 
 






図 4 マレーシアと日本の中央政府歳入の内訳 
 
（出所）Financial Report, Ministry of Finance, Malaysia各年版および財務省資料より筆者作成。 
 
（2019年 9月 20日修正） 
 
